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News

令和6年3月29日、官報（号外特第27

号）におきまして令和6年度補装具費の基準

額改定「補装具の種目、購入等に要する費用

の額の算定等に関する基準（以下、基準額）

」について告示がなされました。当協会は、

昨年、厚生労働省の「令和6年度補装具費の

基準額改定」の団体ヒアリングに対し、会員

の皆様からいただきましたご意見をもとに、

下記２題に関する要望書を提出しました。

１）物価高騰に対応した基準額改定

２）新たなコンセプトの大腿義足ソケット
に対する技術料を基本価格に新設

また、本年1月15日に発行したPassiOn

(会報誌 JAPO通信 Vol.11)に掲載しました

とおり、基準額改定に向け、昨年7月27日に

補装具に関わる団体で「補装具関連7団体協

議会」を結成しました。11月17日に各団体

の共通する喫緊の課題である物価高騰対策の

ための基準額の見直し（20%引き上げ）と

各団体個別の課題に関する要望書を、武見敬

三厚生労働大臣に提出しました。

その結果、要望通りとはいきませんでした

が（新コンセプトの大腿義足ソケットの技術

料の新設は見送られた）、基準額（基本価格、

製作要素価格）が５〜７％引き上げられたこ

とをご報告致します。

以下、今回の告示改正の概要を記載します。

(１) 基本価格・製作要素価格の5〜７％増

(２) 既製品装具（レディメイド）の新設

(３) 車椅子・電動車椅子の基本価格の新設

(４) 股義足の基本価格で、骨格構造・殻構
造とも114％upへ改正

(５) 体幹装具の基本価格にＣ－３（頸椎部
単独）の新設

(６) 従来の製作要素価格の足部Ｃ（標準
靴）と完成用部品（標準靴）が統合さ
れ、足部B-2（標準靴）に。完成用部
品（標準靴）は削除

(７) 足部Ｃ（足底装具）の新設

詳細については、官報等をご確認ください。

物価高騰に対応した基準額改定については、

現状では十分とは言えない状況です。

従いまして、当協会ならびに当委員会とし

ては、義肢装具士の給与ベースアップに繋が

るよう引き続き「補装具関連7団体協議会」

と連携協働して、厚生労働省等に働きかけて

行きますので、会員の皆様にはこれまで以上

に協会の活動に参画をお願いいたします。

義肢装具等支給制度対策委員会
委員長 石原 栄治

令和６年度補装具費基準額改正のお知らせ
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News

第６期 単位制集計結果

日頃より、生涯学習委員会の活動に対しましては、会員の皆様にご理解、ご協力いただき

ありがとうございます。

本会における生涯学習の一環として、平成17年度より単位制が開始され、3年毎に集計・

報告を行なっています。2020年4月よりスタートした第6期単位制が、2023年3月に終了

し、この3年間で会員の皆様が取得した単位について集計を行いましたので、結果をご報告

させていただきます。

皆様が取得した単位は、「自動加算分」と「自己申請分」の2種類に大別されます。「自

動加算分」は、本協会が主催する学術大会や支部セミナーへの講演・発表・参加、およびPO

アカデミージャーナルへの執筆が対象で、それらに対応する単位数が自動的に加算されるも

のです。「自己申請分」は、隣接学際領域での学会講演・発表・参加、及び、他学会誌等へ

の論文投稿などをご自身で申請していただくことで単位が加算されるものです。

取得上位の方をＨＰ及び会報誌へ掲載させていただきますとともに、最上位取得者を第30

回学術大会（埼玉）において表彰させていただきます。

Ｉ．概 要

・該当期間： 2020年 4月 ～ 2023年 3月

・対象単位：

自動加算分：本会主催の学術大会及び支部セミナーへの発表・参加、POアカデミー
ジャーナルへの投稿等

自己申請分：隣接学際領域・国際学会への学会参加・発表、他学会誌への論文投稿・依
頼原稿執筆等

Ⅱ．上位取得者

生涯学習委員会

委員長 笹川 友彦

自己申請自動加算単位数氏 名会員番号順位

1129121阿部 薫10 021721

04141昆 恵介10 022992

04141清⽔ 新悟10 023612

201030松本 芳樹10 000524

03030時吉 健輔10 038074

02525中村 隆10 027616

02323東江 由起夫10 000217

01919須⽥ 裕紀10 033018

15318⼩川 淳夫10 023459

01717⼤⻄ 忠輔10 0260110

01717⽥村 秋⼈10 0364510
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JAPO行事

JAPO創立30周年記念事業のご案内

30年。我々が所属する公益社団法人日本義肢装具士協会は今年で創立30周年を迎えます。

これから迎える未来もこれまでの過去も常に"今"の積み重ねです。過去の"今"を知ることは

未来の"今"に繋がります。

Ⅰ．“耳”で振り返る30年−JAPO創立30周年記念式典/記念講演

第30回JAPO学術大会・埼玉大会（2024年7月13日・14日開催）内にて、記念

式典を執り行います。記念講演では本協会初代会長である田澤英二先生に

「JAPO30年のあゆみ（仮）」を語って頂きます！

Ⅱ．“全身”で振り返る30年−JAPO創立30周年記念祝賀会

第30回埼玉大会の初夜(2024年7月13日開宴)、浦和ワシントンホテルにて記念祝

賀会を行います。是非とも参加して、たくさんの30年と交流しましょう！

Ⅲ．“目”で振り返る30年−JAPO創立30周年記念誌

主に20周年から30周年に起こったJAPOの出来事を中心に30周年にまつわるト

ピックなど、保存必至となる記念誌を目指して企画進行中です。2024年度中の発刊

予定です。

今後、30周年記念事業の情報は，SNSやHPにて随時ご案内致します。

30周年を共に祝い、これからの未来を語りましょう！

JAPO30周年記念事業WG
委員長 山田 清隆
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「国際支援活動助成制度」は本会の公益目
的事業の一つとして、会員の皆様が行う国際
的な支援活動を助成するものです。

助成条件は、つぎのとおりです。

①申請者が、主体となり自ら実施する国際支
援活動であること

②営利活動や宗教・政治活動とは関連しない
こと

③申請者は、義肢装具士免許取得後3年以上
経過していること

④1事業年度中に1回の助成。事業年度は5月
1日から翌年の4月30日までの期間。

⑤助成金の活用は、申請の翌事業年度から開
始し 同事業年度内に終結すること

助成金額は、原則として1事業年度あたり

50万円を上限としています。申請受付期間

は、毎事業年度の8月～１０月末までです。

複数申請があった場合は、活動内容を勘案し

て案分されることがあります。

制度の詳細や申請手続きについては、「国

際支援活動助成制度に関する規定」および

「助成制度関連書式」を本会ホームページか

らご確認ください。

過去の実績として、モンゴルでのシリコー

ンライナーを使用した義足製作講習会や、ネ

パール地震後の「リム・ケア・ネパール」へ

の支援、キリバス共和国の「トゥンガル・リ

ハビリテーションセンター」の火災に対する

復興支援、財政破綻に陥ったスリランカの義

肢装具士養成校への材料購入費の助成など、

多くの支援活動への助成が行われました。こ

れらの取り組みは、現地の患者さんや義肢装

具士を支えるだけでなく、本会の国際貢献活

動を対外的に示す一助となっています。

皆様の国際支援活動が更に広がり、世界中

の義肢・装具ユーザーの健康と福祉に貢献す

ることを心より願っております。

ご質問等がございましたら、いつでもお気

軽にお問い合わせください。

国際委員会
委員長 田村 秋人

akitotam@gmail.com

日本義肢装具士協会 会報誌 JAPO通信 第12号

発 行 日： 2024年5月1日

発 行 元： 公益社団法人 日本義肢装具士協会

発行責任者： 東江 由起夫

編集スタッフ： 広報委員会

委 員 長 ： 峯松 亜由美

委 員 ： 大塚 博

担 当 理 事： 植松 茂也

公益社団法人 日本義肢装具士協会 事務局
〒113-0033東京都文京区本郷5丁目32-7義肢会館202

TEL：03-5842-5457 FAX：03-5842-5458

令和6年度 定時社員総会

社員総会を下記のとおり開催いたします。
代議員には別途、詳細を通知いたします。

開催日時：令和6年7月27日（土）

13:00～15:00

開催場所：義肢会館

開催形式：対面＆Web

JAPO情報

会員数（2024.3.31現在）

賛助会員： 35 名
学生会員： 687 名

正 会 員 ： 2,290 名
購読会員： 60 名

国際支援活動助成制度について

会費納入のお願い
本会は、皆様の会費で運営をしております。
期日までの納入をお願いします。なお、正会
員は、会費以外の負担なしで「PO賠償責任
保険」に全員が加入しています。


